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平成 25年度当初予算と各種主要事業

　平成２５年度予算が、市議会３月定例会

で議決されました。

　一般会計予算総額は１２９億５，１００万

円で、対前年比２．１％の増加となりまし

た。

　引き続き厳しい歳入状況が見込まれると

ころでありますが、新行政改革の基本方針

である「市民満足度の高い行政サービスの

推進」と「成果を重視した効率的な行財政

運営の推進」を念頭に、喫緊の課題である

市民の暮らしの安全や安心に配慮した各種

事業に取り組むほか、本年は、わがふるさ

との偉人・小林一三翁の生誕１４０周年

の記念すべき年でもあることから、生前、

一三翁が様々な事業を遂行するにあたり、

座右の銘にしていた『胆大心小』（たんだ

いしんしょう＝気持ちは大きく、その上、

細やかなことへの配慮を怠らないことの意

味）の心がけにも学び、本市が進める『美

しく、人・地域が輝く未来へのものがたり』

の実現に向けて、ときに大胆に、かつ、細

やかな気配りをしながら、市民協働による

まちづくりを積極的に進めてまいります。

　以下、平成２５年度主要事業（国の経済

対策に伴う繰越事業含む）の動向等につい

てご紹介します。

美しく、人・地域が輝く未来へのものがたり

夢と感動のまちづくり

歳入合計
129億 5,100 万円

歳出
（性質別）合計
129億 5,100 万円

歳出
（目的別）合計
129億 5,100 万円

市税（33.7%）
43億5,622万9千円

補助費等
（16.6％）

21億4,437万円

物件費（17.6％）
22億7,420万6千円

民生費（34.7％）
44億9,569万6千円

地方交付税（18.7%）
　24億2,000万円

人件費（15.4％）
19億9,347万3千円

土木費（12.7％）
16億3,921万6千円

予備費（0.2％） 3,000万円 予備費（0.2％） 3,000万円

労働費（0.3％） 3,702万円

貸付金（0.0％） 600万円
災害復旧費（0.0％） ４千円

その他（1.3%） １億7,725万5千円

財産収入（0.5％）  6,645万6千円

分担金及び負担金（1.3％） １億6,463万4千円
使用料及び手数料（2.5％） 
３億2,331万1千円

地方譲与税等（4.1％）
５億4,500万円

繰入金（8.3％）
10億7,421万8千円

県支出金
（8.8％）
11億4,156万7千円

市債（10.9%）
14億630万円

扶助費（15.0％）
19億4,875万5千円

衛生費（12.0％）
15億5,334万4千円

公債費（11.2％）
14億4,661万9千円

議会費（1.3％）
１億6,816万7千円

消防費（3.4％）
４億4,498万4千円

農林水産業費（3.6％）
４億6,902万7千円積立金（0.6％） 7,554万3千円

商工費（1.1％） １億3,549万9千円

国庫支出金
（9.9％）

12億7,603万円

維持補修費（0.6％） 7,534万3千円

公債費（11.2％）
14億4,661万9千円

普通建設事業費
（11.3％）

14億6,329万6千円

災害復旧費（0.0％） ４千円

総務費（10.4％）
13億4,796万3千円

繰出金（11.5％）
14億9,339万1千円

教育費（9.1％）
11億8,346万1千円

※地方譲与税等は、地方譲
与税のほか、利子割交付金、
配当割交付金等の各種交付
金の合計額
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地
域
介
護
予
防
支
援
事
業

　
地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
介
護

予
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新

た
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委

託
に
よ
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
」
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
職
員

を
派
遣
し
、
さ
ら
な
る
高
齢
者
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

防
災
体
制
の
強
化

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
そ

の
後
の
集
中
豪
雨
な
ど
を
教
訓

に
、
自
然
災
害
の
脅
威
か
ら
市
民

食
育
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

　
食
の
安
全
性
に
対
す
る
意
識
の

変
革
や
健
康
志
向
へ
の
高
ま
り
な

ど
に
伴
い
、「
食
育
」
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
第
２
次
食
育
推
進

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
食

育
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

地
域
の
絆
を
深
め
る

福
祉
社
会
の
実
現

　
地
域
福
祉
計
画
ほ
か
、
３
つ
の

社
会
福
祉
関
係
が
、
平
成
26
年
度

に
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
進

め
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
際
し
て

は
、
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

分
析
等
を
同
時
に
行
い
、
各
計
画

間
の
連
携
や
整
合
性
を
重
視
す
る

な
か
で
、
よ
り
質
の
高
い
地
域
福

祉
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

保
育
園
機
能
の
充
実

　
保
育
園
再
編
整
備
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
第
１
園
目
の

保
育
園
建
設
は
、
現
在
の
円
野
・

旭
・
龍
岡
保
育
園
を
含
む
ゾ
ー
ン

と
し
て
、
市
営
若
尾
住
宅
南
側
市

有
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
本
年
度
は
、
施
設
建
設
に
向
け

た
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
一
部
工
事
に

も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
を

の
び
の
び
育
む
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
学
習
環
境
の
推
進

　
学
校
生
活
に
お
け
る
快
適
な
教

育
環
境
実
現
の
た
め
、
韮
崎
北
東

小
学
校
の
校
舎
床
改
修
工
事
や
穂

坂
・
韮
崎
北
西
小
学
校
の
プ
ー
ル

槽
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
の
確
保

　

小
中
学
校
体
育
館
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
改
修
に
取
り
組
み
、
安

心
・
安
全
な
学
習
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
市

消
防
団
竜
岡
分
団
へ
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
配
備
な
ど
、
防
災
・

減
災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
る
う
え
で
特
に

重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
引

き
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
し

て
、
防
災
・
減
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検
事
業

　
昨
年
12
月
に
発
生
し
た
笹
子
ト

ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
な
ど
を

踏
ま
え
、
市
が
管
理
す
る
ト
ン
ネ

ル
３
箇
所
、
道
路
51
路
線
に
つ
い

て
点
検
を
実
施
し
、
老
朽
化
対
策

及
び
事
前
防
災
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

将来を担う子どもを　　　　　　　　
のびのび育むまちづくり　      予算額（千円）
1 子ども医療費助成事業 131,153
2 ひとり親家庭医療費助成事業 19,752

3 地域子育て支援センター運営事業 20,053

4 児童センター運営事業 32,428
5 児童扶養手当施行事業 127,380
6 児童手当施行事業 528,260
7 母子健康診査事業 25,026
8 保育所運営事業 599,035
9 病児・病後児保育事業 2,606
10 保育園再編整備事業 522,392
11 私立幼稚園奨励補助事業 26,797
12 小中学校運営事業 92,428
13 小中学校施設管理事業 78,975
14 小中学校教育振興事業 45,759
15 育英奨学金貸付事業 6,000

誰もが安心して暮らせるまちづくり　  　　
  　 　　　　　　　　　　　　 　予算額（千円）
1 保健対策推進事業 5,982
2 予防接種事業 86,999
3 健康診査事業 4,289
4 特定健診事業 20,315
5 人間ドック事業 9,299
6 がん検診事業 43,910

7 みんなで支える地域福祉推進事業 16,410

8 重度心身障害者医療費助成事業 119,754
9 障害者自立支援事業 575,227
10 地域福祉関係計画策定事業 5,324
11 消防団運営事業 51,525
12 消防ポンプ自動車整備事業 17,401
13 災害対策事業 13,999
14 河川・水路整備事業 20,248
15 生活保護施行事業 279,842
16 緊急雇用対策事業 16,780
＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,619,927
＊ 国民健康保険運営事業費 3,467,777
＊ 後期高齢者医療保険運営事業費 261,288
＊ 介護保険運営事業 2,195,731

教   　育

健　  康福　  祉

子 育 て

防 

災 

・  

減 

災

＊印は、特別会計・企業会計
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心
地
よ
い
定
住
環
境
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状

と
課
題
を
見
据
え
た
な
か
で
、
市

民
、
事
業
者
、
行
政
の
役
割
と
連

携
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
を
目

的
に
、新
た
な
「
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
本
市
が
目
指
す
望

ま
し
い
環
境
像
を
「
み
ど
り
輝
く

豊
か
な
未
来
」
と
定
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
な

ど
、
新
た
に
５
つ
の
環
境
目
標
を

設
定
し
、
本
市
が
持
つ
健
全
で
恵

み
豊
か
な
環
境
の
保
全
と
創
造

に
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
を
よ
り
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
本
年

度
よ
り
環
境
課
を
新
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

公
共
交
通
網
の
整
備

　
市
民
バ
ス
４
路
線
の
運
行
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
や

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
現
行
の
各
種
割
引
制
度

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
効
果
的
な
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
や
朝

夕
の
登
下
校
な
ど
と
の
連
絡
調
整

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

し
、
通
勤
、
通
学
者
の
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
穂
坂
町

三
之
蔵
・
日
之
城
地
区
を
対
象
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
「
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
補
助
に
よ
る
高
齢
交
通

弱
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
両
地
区
に
加
え
て
、
本
年

度
か
ら
新
た
に
、
上
今
井
、
長
久

保
、
原
地
区
に
も
対
象
エ
リ
ア
を

拡
大
し
、
引
き
続
き
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
交
通
施
策
の
あ
り
方

を
検
証
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

観
音
山
公
園
整
備

　
市
民
会
館
跡
地
を
、
市
民
憩
い

の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
的
な
公
園
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
順
次
、
公

園
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
広
場
内
に
は
耐
震
性
貯
水
槽
を

設
置
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
も

図
り
ま
す
。

駅
前
広
場
整
備

　
駅
前
周
辺
地
区
総
合
整
備
計
画

の
な
か
で
、
駅
前
広
場
の
利
便
性

の
向
上
に
加
え
、
市
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
修
景
を
創
造
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
雨
よ
け
シ
ェ
ル
タ

ー
の
新
設
、
駐
輪
場
整
備
及
び
カ

ラ
ー
平
板
舗
装
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
駅
前
広
場
に
あ

る
高
遠
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
に
つ
い

て
は
、歴
史
的
な
背
景
に
も
鑑
み
、

可
能
な
限
り
駅
前
広
場
の
庭
園
内

に
移
植
す
る
ほ
か
、
現
状
の
植
樹

が
可
能
な
場
所
に
苗
木
を
戻
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
す
た
め
の

美
し
い
景
観
の
創
造

　
本
市
の
美
し
い
自
然
や
歴
史
・

文
化
的
景
観
を
守
り
、
活
か
し
、

育
て
る
こ
と
を
理
念
と
し
た
「
景

観
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
条
例
の
制
定
に
加
え
て
、
景

観
に
関
す
る
行
政
事
務
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
計
画
で
は
、
市
内
全

域
を
対
象
に
、景
観
保
全
の
た
め
、

特
に
大
規
模
な
も
の
に
規
制
が
か

か
る
ほ
か
、
神
山
町
全
域
を
重
点

地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
歴
史
文

化
基
本
構
想
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
な
ど
に
も
寄
与
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

市
道
整
備
の
推
進

　
市
道
韮
崎
１
号
線
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
工

事
に
着
手
し
、
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
、
引
き
続
き
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
市
道
穂
坂
３
号
線
に
つ
い
て

は
、
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
し

て
、
本
年
度
よ
り
、
拡
幅
改
良
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
全
体
計
画
は
、
幅

員
５
．
５
メ
ー
ト
ル
で
、延
長
１
．

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
推
進
事
業

 

市
内
の
管
理
橋
梁
の
う
ち
、

１
２
６
橋
に
つ
い
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
順
次
点
検
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、「
韮
崎
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
年

度
か
ら
補
修
や
耐
震
補
強
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

環  
境

交  

通

景  

観

道  

路

橋  

梁

心地よい定住環境のあるまちづくり　
　　　　　　　　　　　 　　予算額（千円）

1 環境衛生事業 2,253
2 廃棄物処理対策事業 61,719
3 資源リサイクル推進事業 17,182
4 エコライフ普及促進事業 9,230
5 韮崎駅前広場改修事業 197,400

6 市営住宅・定住促進住宅管理事業 93,564

7 中央公園管理事業 97,993
8 観音山公園整備事業 30,030
9 市民バス委託運行事業 40,975

10 高齢交通弱者支援モデル事業 2,930

11 橋梁長寿命化推進事業 24,678
12 市単独道路整備事業 150,644
13 辺地対策道路整備事業 20,000
14 堀切橋拡幅整備事業 16,391
＊ 上水道事業 1,390,286
＊ 公共下水道事業 1,476,263

公　  園

＊印は、特別会計・企業会計
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
農
業
生
産
基
盤
及
び
生
活
環
境

基
盤
の
合
理
化
・
効
率
化
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
県
営
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
県

営
事
業
に
よ
り
事
業
の
詳
細
設
計

を
行
い
、
各
地
区
で
組
織
す
る
推

進
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
優
先
順
位
等
を
検
討
し
、
事

業
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
認
可
を
受
け
た
竜

岡
地
区
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
県
営

農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
も
、県
に
よ
る
詳
細
設
計
と
、

土
地
改
良
区
に
よ
る
換
地
計
画
書

の
作
成
を
行
い
、
平
成
26
年
度
よ

り
、
順
次
工
事
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　
今
後
５
年
間
を
計
画
年
次
と
す

る
第
２
期
「
ま
ち
な
か
活
性
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ふ

れ
あ
い
商
品
券
事
業
な
ど
、
評
価

の
高
か
っ
た
事
業
の
継
続
実
施
に

加
え
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
、
順
次
、

28
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
事
業
の
推
進
に
際
し
て
は
、
集

客
力
、
波
及
力
、
商
業
振
興
力
を

３
つ
の
テ
ー
マ
に
据
え
、
主
役
と

な
る
事
業
者
や
地
域
の
自
発
性
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
か

で
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

訪
れ
る
人
に
感
動
を
与
え
る

観
光
事
業

　
や
ま
な
し
国
文
祭
を
契
機
と
し

て
、本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
、

良
質
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
観
光
看
板
、
誘
導
標
識
を

設
置
し
ま
す
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
支
援

　
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
の
挑
戦
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
ビ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
に

対
し
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
ヴ

ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
、
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
た
め
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
改
築
や
芝
生
の
植
え
替
え

な
ど
、
環
境
の
整
っ
た
施
設
整
備

を
行
い
、
主
要
練
習
会
場
と
し
て

提
供
し
ま
す
。

　
練
習
に
は
市
内
外
よ
り
多
く
の

見
学
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、

本
市
の
活
性
化
に
も
大
い
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
28
回 

国
民
文
化
祭

小
林
一
三
翁

生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

　
全
国
初
の
通
年
開
催
と
な
る
富

士
の
国
や
ま
な
し
国
文
祭
で
は
、

本
市
に
お
い
て
も
日
本
舞
踊
の
祭

典
ほ
か
、
４
つ
の
主
催
事
業
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、
多
く
の
人
々
が
本
市

を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
さ

ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
を

案
内
す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
養

成
や
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
、
国
文
祭
に
彩
り
を
添
え
る

様
々
な
お
も
て
な
し
企
画
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
時
を
同
じ
く
し

て
、
本
年
は
小
林
一
三
翁
生
誕

１
４
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
茶
人
一
三
翁

に
あ
や
か
っ
た
大
茶
会
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
鉄
道
運
転
会
な
ど
の
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
わ
が
ふ
る

さ
と
の
偉
人
「
小
林
一
三
翁
生
誕

の
地
に
ら
さ
き
」
の
名
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

人
が
集
う
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
３
階
か
ら
の
入
口

に
障
が
い
者
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
よ
り
魅
力
あ
る

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
早
期
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
計
画
的
に
事

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
当
初
の
想
定

を
上
回
る
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、
昨
年
12
月
に
は
、
オ

ー
プ
ン
以
来
の
入
館
者
が
延
べ

50
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
世
代

を
超
え
た
人
々
と
の
交
流
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
活

農 
林 
業

商 

工 

業

観  
光

魅力あふれるまちづくり　 　　　　　　
　　  予算額（千円）

1 県営畑地帯総合土地改良事業 51,996
2 小土地改良事業 82,986

3 県営農業生産基盤整備事業（竜岡地区） 11,250

4 県営中山間総合整備事業 40,500
5 新規就農者支援事業 11,580
6 松くい虫防除事業 32,748
7 まちなか活性化推進事業 16,528
8 中小企業振興資金融資事業 2,638
9 観光施設管理事業 13,295
10 観光振興事業 15,908
11 韮崎市武田の里まつり補助事業 14,277
12 地区公民館運営事業 24,186
13 市立図書館管理運営事業 67,219
14 中央公園芝生管理事業 49,031
15 国民文化祭事業 16,338

16 国民文化祭・小林一三生誕 140周年記念事業 2,984

17 史跡新府城跡発掘調査事業 8,013
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健
全
な
行
政
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ

に
ら
さ
き
』
の
実
現

　
本
年
度
に
、
第
６
次
長
期
総
合

計
画
の
中
間
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
以
降
、
今
後
５

年
間
の
後
期
計
画
を
見
直
し
ま

す
。

　
後
期
計
画
は
、
現
在
の
長
期
計

画
策
定
以
降
に
生
じ
た
社
会
情
勢

の
変
化
に
加
え
、
安
心
・
安
全
や

環
境
の
保
全
、
雇
用
環
境
の
整
備

な
ど
と
い
っ
た
、
時
代
の
潮
流
や

市
民
意
識
の
高
ま
り
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た

『
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
に

ら
さ
き
』
の
実
現
に
向
け
て
の
諸

施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

業
を
進
め
て
い
く
た
め
、
第
２
次

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
「
男
と

女
（
ひ
と
と
ひ
と
）、
と
も
に
煌

く
夢
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
の
意

識
、
日
常
生
活
の
状
況
な
ど
か

ら
見
え
る
、
本
市
の
課
題
等
に

も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、「
男

女
が
互
い
を
認
め

合
い
、
市
民
す
べ

て
が
協
働
す
る
ま

ち
・
に
ら
さ
き
」

の
実
現
に
取
り
組

み
ま
す
。

人が集う交流のあるまちづくり　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　  予算額（千円）

1 韮崎市民交流センター管理運営事業 78,976

2 文書管理事業 24,031
3 広聴広報事業 16,867
4 事務事業外部評価実施事業 182
5 男女共同参画社会づくり事業 1,458
6 地区活動推進事業 23,749
7 国際交流事業 2,825

　
市
税
等
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら

す
べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス

ト
ア
で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
休
日
や
夜
間
で
も
手
数
料
な
し

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
忙
し
く
て
平
日
の
昼
間
に
納

め
ら
れ
な
い
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融

機
関
及
び
市
役
所
の
窓
口
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
る

　
市
税
等

　
・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

　
・
固
定
資
産
税

　
　（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

　
・
軽
自
動
車
税

　
・
国
民
健
康
保
険
税

　
　（
普
通
徴
収
分
）

　
・ 

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
分
）

■
納
付
書
の
様
式
が

　
変
わ
り
ま
す

・
コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
の
バ
ー
コ

ー
ド
が
印
字
さ
れ
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
納
期
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
各
納
期
分
を
ま
と

め
て
綴
じ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
で
、

一
枚
ご
と
（
綴
じ
ら
れ
て

い
な
い
状
態
）
の
単
票
に
変

わ
り
ま
す
。
納
め
て
い
た
だ

く
際
に
納
期
を
間
違
え
ま
す

と
、
本
来
の
納
期
分
に
つ
い

て
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
次
の
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は

　
納
め
ら
れ
ま
せ
ん

　
・
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
　

　
・
一
期
当
た
り
の
合
計
金
額
が

　
　
30
万
円
を
超
え
て
い
る
　

　
・
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
扱
期
限
を

　
　
過
ぎ
て
い
る

　
・
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
め
な
い

　
・
旧
納
付
書

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
お
手
元
に
あ
る
旧
納
付
書
に
つ

い
て
は
、
新
納
付
書
に
変
更
さ
れ

ま
す
と
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
い
た

だ
け
ま
す
。

定
期
的
夜
間
・
休
日
の
収
納

及
び
税
相
談
窓
口
を
廃
止

　
平
成
20
年
よ
り
行
っ
て
き
ま
し

た
定
期
的
な
夜
間
・
休
日
収
納
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
減
少
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
に
伴
い
、
時

間
外
で
も
納
付
可
能
と
な
り
ま
し

た
の
で
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
今
ま
で
ご
利
用
さ
れ
て
い
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
新
納
付
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、夜
間
納
税
相
談
窓
口
は
、

随
時
受
付
・
開
設
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
収
納
課
徴
収
・
管
理
担
当

　
　（
内
線
１
６
３
〜
１
６
６
）

24
時
間
３
６
５
日

　

い
つ
で
も
気
軽
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
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障
が
い
の
あ
る
方
へ　

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成

て
い
る
介
護
予
防
事
業
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
お
手
元
に
封
筒
が
届
い
た
方
は

質
問
票
に
ご
記
入
の
上
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
ま
ず
は
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
健
康
の
維
持
増
進
・
健

康
長
寿
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
！

■
対
象

　
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
方
（
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

■
返
送
期
限

　
　
４
月
30
日（
火
）ま
で

※
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
ご
返
送

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
保
健
課
介
護
支
援
担
当

　
　
☎
２
３
ー
４
３
１
３

　
市
で
は
、
誰
も
が
こ
こ
ろ
と
体

が
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
介

護
予
防
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
高

齢
期
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
、
い
き
い
き
と
日
常
生
活

が
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
今
年
も
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
「
生
活
機
能
評
価
質
問
票
（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）」
を
３
月

中
旬
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
25
項
目
の
質
問
に
回
答
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
足
腰
の
筋

力
な
ど
の
運
動
に
関
す
る
こ
と
、

栄
養
・
口
腔
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

今
の
ご
自
身
の
「
健
康
状
態
」
や

自
分
で
日
常
生
活
を
営
む
能
力
で

あ
る
「
生
活
機
能
」
な
ど
を
把
握

で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
介
護
予
防

が
必
要
な
方
に
は
、
市
で
実
施
し

昼食の配食サービスが変わります！
　
市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障

が
い
者
（
児
）
の
方
の
社
会
参
加

と
、
生
活
圏
の
拡
大
を
支
援
す
る

た
め
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

「
利
用
券
」
に
よ
り
助
成
し
て
い

ま
す
。

■
対
象
者
　
市
に
住
民
登
録
の
あ

　
る
在
宅
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳

　
１
・
２
級
所
持
者
　
　
　

○
療
育
手
帳
　
Ａ
所
持
者

※
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方
や
、

自
動
車
・
軽
自
動
車
税
を
減
免
さ

れ
て
い
る
方
は
、
交
付
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
　
４
月
１
日（
月
）か
ら

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
ま
た
は
療
育
手
帳
及
び
印
鑑

■
利
用
券
交
付
枚
数

　
　
24
枚
／
年
間（
１
ヶ
月
２
枚
）

※
腎
臓
機
能
障
害
１
級
の
手
帳
所

持
者
は
、
36
枚
／
年
間
（
１
ヶ
月

３
枚
）

※
年
度
の
途
中
で
申
請
し
た
場
合

は
、
月
割
に
な
り
ま
す
。

■
利
用
方
法

・
山
梨
県
タ
ク
シ
ー
協
会
加
盟

の
タ
ク
シ
ー
会
社
等
で
利
用

で
き
ま
す
。

・
１
回
の
乗
車
に
つ
き
、
利
用

券
１
枚
が
使
用
で
き
ま
す
。

　（
１
枚
で
６
３
０
円
の
割
引
）

・
ご
利
用
時
に
利
用
券
と
一
緒

に
手
帳
を
提
示
し
ま
す
と
、

心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
割
引
（
手
帳
提
示
時
１

割
引
）
も
併
せ
て
利
用
で
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　
　（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

　市では、調理が困難なひとり暮らし高齢者や高

齢者のみの世帯の方々に、昼食の配食サービスを

行っておりますが、本年４月よりサービス内容が

変更となります。

■対象者
　調理が困難な在宅ひとり暮らし高齢者または高

齢者のみの世帯

※申請には、地区の民生委員の意見が必要です。

■サービスの変更内容
①利用日　３６５日に拡大します。
（土・日・祝日・お盆・年末年始も利用できます。）

②利用者の負担金
・３００円／１食に変更

介護保険施設利用者への食費助成（１００円）

制度を昨年廃止したことにより、２００円から

３００円に戻します。

・負担金は１ヶ月分を翌月初めに集金します。

③栄養表示
・毎食、安心して食べていただくために、野菜の

使用量の表示やカロリー、塩分量を表示します。

・毎月、１ヵ月分の写真によるメニュー表を利用

者にお届けします。

④お好みのご飯の量を選択
　１９０グラム（茶碗１杯分）と、２４０グラム

（茶碗大盛り１杯分）の２種類から選択できます。

■お問い合わせ・お申し込み　
　福祉課社会福祉担当　（内線１８１）

65
歳
以
上
の
方
へ

介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
能
評
価
質
問
票

（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
ご
返
送
く
だ
さ
い

高齢者の方へ
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こどもの
目　選

　

私
た
ち
韮
崎
東
中
学
校
生
徒
会
は
、
今
年
度
「
愛
校
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
あ
い
さ
つ
）」「
掃
神
（
掃
除
）」「
Ｅ
Ｌ
Ｔ
（
落
と
し
物
ゼ
ロ
）」

「
愛
は
地
球
を
救
う
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
実
践
し
、
あ
い
さ
つ
の
意
味
を
考

え
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
掃
除
を
し
、
与
え
続
け
る
気
持
ち
を
も
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
す
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、「
愛
し
愛

さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

韮
崎
東
中
学
校
生
徒
会
の
活
動
紹
介

　
し
か
し
、
東
中
学
校
の
生
徒
は

違
い
ま
す
。
こ
の
き
ち
っ
と
揃
っ

た
靴
を
見
て
く
だ
さ
い
。
東
中
学

校
の
下
駄
箱
は
こ
の
よ
う
に
全
員

の
靴
の
か
か
と
が
き
れ
い
に
揃
っ

て
い
ま
す
。

朝
、
こ
の
よ
う
に
靴
を
下
駄
箱
に

き
ち
っ
と
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、気
持
ち
も
引
き
締
ま
り
ま
す
。

と
て
も
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
東

中
の
長
い
伝
統
の
一
つ
で
私
た
ち

の
誇
り
で
す
。

　
東
中
の
清
掃
活
動
は
、
伝
統
の

「
み
じ
た
く
」
を
つ
け
て
行
い
ま

す
。「
み
じ
た
く
」
と
は
、
校
章

と
「
韮
崎
東
中
学
校
生
徒
会
」
と

い
う
文
字
を
染
め
抜
い
た
日
本
手

　
み
な
さ
ん
は
下
駄
箱
に
靴
を
入

れ
る
時
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
入
れ

ま
す
か
。
多
く
の
人
は
、「
別
に

何
も
考
え
て
い
な
い
よ
」
と
思
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
中
の
伝
統

１ 

下
駄
箱

２ 

み
じ
た
く

ぬ
ぐ
い
で
す
。
そ
の「
み
じ
た
く
」

を
頭
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
清

掃
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
、
学
校
が

ピ
ッ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
来
校
さ
れ
た
方
か

ら
い
つ
も
「
き
れ
い
な
学
校
で
す

ね
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
、

東
中
に
は
輝
い
て
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
伝

統
の
「
み
じ
た
く
」
と
と
も
に
後

輩
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

各
学
年
・
全
校
で
の
活
動
紹
介

　
一
年
生
は
総
合
的
な
学
年
の
時

間
に
「
福
祉
」
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
そ
し
て
、
実
際
に
、
福
祉
施

設
な
ど
を
訪
問
し
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
お
手
伝

い
を
し
た
り
、
お
年
寄
り
と
ふ
れ

合
っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め
て
き

ま
す
。

一
年
生 

【
福
祉
体
験
】

きちんと揃えられた下駄箱

愛
し
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
…

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
愛
校
」

第
５
回 

韮
崎
東
中
学
校

伝統の「みじたく」を身に着ける
生徒

３ やまなみ祭ムカデリレー
　東中伝統の「ムカデリレー」は毎年全校生徒に「感動」を呼ぶ

競技です。
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二
年
生 

【
校
外
学
習
】

　
二
年
生
は
、「
山
梨
県
を
知
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
を
深
め
、

五
月
に
は
宿
泊
を
伴
う
二
日
間
の

自
主
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
清
里
に
あ
る
「
羽
村

市
自
然
休
暇
村
」
に
て
、
飯
ご
う

炊
飯
（
一
日
目
）
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
三
年
生
は
、
古
都
、
奈
良
・
京

都
へ
の
二
泊
三
日
の
修
学
旅
行

を
行
い
ま
す
。
二
年
生
の
こ
ろ
か

ら
学
習
を
進
め
、
準
備
万
端
で
出

か
け
ま
す
。
メ
イ
ン
は
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
う
「
京
都
を
一

日
自
主
見
学
」
で
す
。
自
分
た
ち

の
計
画
に
従
っ
て
、
古
都
を
五
感

で
感
じ
て
き
ま
す
。

　
中
学
校
時
代
の
心
に
残
る
思
い
出
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
の
目
玉
は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
金
環
日

食
」。
韮
崎
東
中
学
校
で
は
「
早
朝
観
測
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
希
望
者
が
早
朝
に
グ
ラ
ン
ド
に
集
合
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
参
加
者
全
員
に
観
測
用
メ
ガ
ネ
が
渡
さ

れ
、
刻
々
と
変
化
す
る
神
秘
的
な
太
陽
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
木
漏
れ
日
が
三
日
月
形
に
な
る
な

ど
の
不
思
議
な
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

早
朝
の
金
環
日
食
観
察
会

団
結
深
ま
る

　
　

合
唱
発
表
会

　
韮
崎
東
中
学
校
の
合
唱
発
表
会

は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
か
ら

非
常
に
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
行

事
の
一
つ
で
す
。
毎
年
、
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
文
化
ホ
ー
ル
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ル
が
満
席
に

な
る
ほ
ど
聴
き
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
各
ク
ラ
ス

が
こ
の
日
ま
で
一
生
懸
命
に
練
習

し
た
成
果
を
発
表
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

学
習
漫
画
も

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　
大
事
業
家
・
小
林
一
三
の
生
誕

１
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、「
イ

チ
ゾ
ウ
の
夢
と
生
涯
を
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
、
親
子
で
感
動
す
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
一
三
の
生

涯
を
子
ど
も
向
け
に
紹
介
す
る
講

演
の
ほ
か
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
の

皆
さ
ん
か
ら
、
３
月
に
発
売
さ
れ

た
集
英
社
の
『
学
習
漫
画
　
世
界

の
伝
記N

E
X
T

小
林
一
三
』
が
会

場
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
偉
人
・
小
林
一
三

の
生
涯
を
、
親
子
で
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
以

下
の
要
領
で
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

　
　
５
月
19
日（
日
）

　
　
受
付
　
13
時
〜

　
　
開
演
　
13
時
30
分

■
会
場

　
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

■
子
ど
も
向
け
講
演
会

　
　『
小
林
一
三
さ
ん
の
生
涯
』

講
師
　
向
山
　
建
生 

氏

[

山
梨
大
学
客
員
教
授]

■
合
唱

　
韮
崎
シ
テ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

■
募
集
人
員
・
要
件

　
　
３
０
０
名
（
※
定
員
に
な
り

　
　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
韮
崎
市
に
在
住
す
る
中
学
生
以 

　
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
子
ど
も
の
み

■
募
集
期
間

　
　
４
月
15
日（
月
）か
ら

　
　
５
月
10
日（
金
）ま
で

■
申
込
先

　
　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
韮
崎
市
立
図
書
館

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　（
内
線
３
５
５
〜
３
５
７
）

入場無料

小
林
一
三
翁
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

親
子
で
感
動
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

三
年
生 

【
修
学
旅
行
】

※
次
回
は
甘
利
小
学
校
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を

　

４
月
上
旬
に
送
付

　
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税

及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
以
下
「
保
険
税
（
料
）」）
に
つ

い
て
、
４
月
よ
り
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
始
ま
る
方
へ
、
４
月
上
旬

に
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。

■
４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら

　

天
引
き
さ
れ
る
保
険
税　

　
（
料
）
は
仮
徴
収
額
で
す

　
平
成
25
年
度
の
保
険
税
（
料
）

は
、
被
保
険
者
の
平
成
24
年
中
の

所
得
等
や
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
の
世
帯
状
況
に
よ
り
算
定
さ
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、年
間
の
保
険
税
（
料
）

は
、
平
成
24
年
中
の
所
得
が
確
定

し
た
後
、
７
月
に
な
ら
な
い
と
決

定
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
４
・
６
・
８
月

（
仮
徴
収
期
間
）
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
保
険
税
（
料
）
は
平
成
24

年
度
の
保
険
税
（
料
）
か
ら
算
出

し
た
暫
定
的
な
額
（
仮
徴
収
額
）

と
な
り
ま
す
。

※
仮
徴
収
期
間
を
設
け
る
こ
と

で
、
１
回
あ
た
り
の
徴
収
額
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者
・
徴
収
方
法

　
下
記
一
覧
の
と
お
り

■
口
座
振
替
へ
の
変
更
も

　

で
き
ま
す

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は
な
く

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
国

保
医
療
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

　

該
当
さ
れ
な
い
場
合

　
平
成
25
年
度
は
納
付
書
も
し
く

は
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
期
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月

ま
で
の
年
間
８
回
で
す
。

　
平
成
25
年
度
の
保
険
税
（
料
）

は
、７
月
に
本
算
定
を
行
い
、７
月

中
旬
頃
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

＊
国
民
健
康
保
険
・

　

後
期
高
齢
者
医
療

　
市
民
課
国
保
医
療
担
当

　（
内
線
１
２
７
〜
１
２
９
）

＊
後
期
高
齢
者
医
療

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
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既に年金から天引きによ
り納付されている世帯 平成25年２月の年金から天引きされた金額と同額を４月・６月・８月に仮徴収します。

平成２５年度４月より新
規で年金からの天引きと
なる世帯
（①～④の条件をすべて
満たす方が対象となりま
す）

①平成24年度において、10月１日までに世帯主が国民健康保険に加入している世帯
で、世帯内の国民健康保険加入者全員が65歳以上75歳未満である。

②（国民健康保険に加入している）世帯主が年額18万円以上の年金を受給している。

③（国民健康保険に加入している）世帯主の介護保険料が年金から天引きされている。

④（国民健康保険に加入している）世帯主の国民健康保険税と介護保険料との合算額
が年金（介護保険料が天引きされている）額の２分の１を超えない。

平成24年度の国民健康保険保険税額を６回で除した額（100円未満切り捨て）を4月・
6月・8月に仮徴収します。（年度途中で国民健康保険に加入された世帯の年税額は、前
年度額を12ヶ月に換算した額になります。）

《対象者・徴収方法一覧》

＊平成24年度において、10月２日以降に被保険者となり、上記の条件を満たす世帯については、６月以降、順次年金か
らの天引きが開始されます。

＊平成24年度において、10月２日以降に被保険者となり、上記の条件を満たす方については、６月以降、順次年金から
の天引きが開始されます。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

既に年金から天引きによ
り納付されている方 平成25年２月の年金から天引きされた金額と同額を４月・６月・８月に仮徴収します。

平成２５年度４月より新
規で年金からの天引きと
なる方
（①～④の条件をすべて
満たす方が対象となりま
す）

①平成24年度において、10月１日までに、韮崎市へ転入されたり、75歳の誕生日を
迎え、新たに後期高齢者医療制度の被保険者となっている。

②年額18万円以上の年金を受給している。

③介護保険料が年金から天引きされている。

④後期高齢者医療保険料と介護保険料の合算額が、年金（介護保険料が天引きされ
ている）額の２分の１を超えない。

平成24年度の後期高齢者医療保険料額を６回で除した額（100円未満切り捨て）を4
月・6月・8月に仮徴収します。（年度途中で後期高齢者医療に加入された方の年保険料
額は、前年度保険料額を12ヶ月に換算した額になります。）



　　

　　

A. 心房細動は脈が速くなる不整脈の１種です。心臓弁膜症、心筋障害が原因にな

ることがあります。また甲状腺ホルモンが増加して起こることもあります。原因が明

らかでないこともあります。心房細動は年齢が上がるに従い増加します。

　心房細動が起こると３つのことが問題となります。１つ目は自覚症状です。突然脈

が速くなり、不整になるため動悸、息切れ、不安感などの症状が起こります。しかし人によっては、あまり症状を訴

えない人もいます。２つ目が心臓の機能に与える影響です。心臓の機能低下により、心不全

を起こすことがあります。３つ目は脳梗塞を合併する可能性が高まるという点です。心臓の

心房の中で血液が停滞し血栓が作られて、これがはがれて、脳の血管に詰まり脳梗塞を発症

します。心房細動による脳梗塞は、脳血管の動脈硬化によって起こる脳梗塞より、重症にな

ることが多いといわれています。心臓からの血栓がより太い血管を詰まらせるためです。心

房細動による脳梗塞は心不全、高血圧、７５歳以上、糖尿病、以前に脳梗塞を起こしたこと

などがある人ほどおこしやすくなるといわれています。

　治療は心房細動を起こらなくすることが理想ですが、すべての心房細動を完全にコントロ

ールすることはできません。そこで次善の策として心房細動はそのままで心拍数だけを一定

以上に減らす治療が行われることが多くなります。さらに重要なのは、脳梗塞を予防するこ

とです。血液の固まるのを予防するため昔からワルファリンという薬が使用されてきました。

最近は、血栓を予防する新しい飲み薬が使えるようになってきました。近くの医療機関で相

談してください。

Q.検診で心房細動といわれました。どんなことに注意しなくてはいけないのでしょうか。　（65歳男性）

　

企画展「描かれた花展」
■開催期間　６月２３日（日）まで

　桜をはじめ、バラや

椿などが、日本画や油

彩などで描かれた作品

をご覧いただけます。

岸田夏子の《仄かに香

る》などを展示いたし

ます。

■開館時間　

　１０時～１８時（入館は１７時半まで）

■休館日　水曜日（祝日の場合は翌日）

■入館料　大人 ５００円 ／ 小・中・高 ２００円

※障害者手帳を提示の方は、本人及び介添人１名が無料。

団体（２０名以上）割引あり

※市内在住・在学の小中学生は無料。

一年間何度でも入館できる大変お得な年間パスポート

（大人１名：３千円）も随時受付中です。

市民交流センター「ニコリ」1階
韮崎大村美術館サテライトスペース企画展
　大村智氏より寄贈された

バーナード・リーチ等の作

品をご覧いただけます。

　また日本を代表する彫刻

家、桑原巨守とその教え子

たちのブロンズ像等の作品

をご覧いただけます。

　市民交流センター内の無料でご覧いただけるスペース

ですので、お気軽にお立ち寄りください。

■開館時間　９時～１７時

■休館日　月曜日（祝日の場合は翌日、ふるさと偉人資

　　　　　料館に準ずる）

■お問い合わせ先（水曜日除く、１０時～１７時）

韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５

ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

informationinformation

アドバイザー  韮崎市立病院

院長　小森　貞嘉

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び市役所1階受付、市立病院事務局で配布し
ています『韮崎市職員（看護師）採用試験案内』をご覧ください。
■お問い合わせ　政策秘書課政策人事担当（内線３２５）

採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付 試験日 資格要件等

看護師 短大卒業
程度 10 名程度

6月1日 4月8日(月) ～ 19日（金） 5月10日（金）

看護師免許
を有する人

7月1日   5月7日(火) ～ 17日（金） 6月7日（金）

8月1日  6月3日(月) ～ 14日（金）  7月5日（金）

9月1日 7月8日(月) ～ 19日（金） 8月2日（金）

10月1日  8月5日(月) ～ 16日（金） 9月6日（金）

11月1日  9月9日(月) ～ 20日（金） 10月4日（金）

12月1日 10月7日(月) ～ 18日（金） 11月8日（金）

1月1日 11月5日(月) ～ 15日（金） 12月6日（金）

2月1日 12月9日(月) ～ 20日（金） 1月10日（金）

3月1日 1月6日(月) ～ 17日（金） 2月7日（金）

韮崎市職員（看護師）を募集します。

市民のみかた
消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったら今すぐ電話！
☎２２―１１１１（内線２１６）

市民の皆さんの消費生活について
素朴な疑問や困ったときのご相談
におこたえします。
　ますます悪質になっていくだましの手口、
いっこうにおさまらない振り込め詐欺などに
関するご相談に対応するため、平成２５年度

も資格をもった消費生活相談員による相談を実施いたします。お気軽に
ご相談ください。

☆相談例
　・携帯電話やインターネットトラブル
　・架空請求・振り込め詐欺・リフォーム詐欺
　・訪問販売
　・契約・解約トラブル
　・多重債務　　等々

■相談日　毎週火曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～１６時（正午～１３時を除く）
■場　所　韮崎市役所　１階１０２会議室

■お問い合わせ　商工観光課商工労政担当（内線２１６）

岸田夏子《仄かに香る》
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館： 休館： （午前） ●信玄公祭り
　甲州軍団出陣
　13時10分～
　場所：韮崎駅前
　（広報3月号Ｐ12参照）

休館：  

のびのび教室
　対象児：Ｈ23年3月生
　受付：13時～13時15分
　内容：親子あそび歯科相談
　　　　など

子育てサロン
　「ピーターラビット」
　～にらちびキャラバン～
　10時30分～11時30分
　龍岡公民館
　子育てサークル
　「ピーターラビット」ＯＢ
　が子育てサロンを開催
　申込窓口：子育て支援セン
　ター（定員 20 組）
　【要予約】（P18参照）

休館： （午前）

にらちび☆まつり
　10時30分～
　11時30分
　月に一度のセンターのお楽
　しみ会
　今月のテーマは「春だね♪」
　【予約不要】

おそうじ大作戦
　13時30分～14時30分
　センターをみんなでおそう
　じしましょう。
　【予約不要】

●武田の里ウォーク
　(広報3月号P12参照）

図おはなし会
　14時～14時30分
　対象：幼児～小学校低学年

休館：  

●新府桃の花見会
　9時～15時
　場所：新府共選場

●第5回穴山さくら祭り
　（Ｐ14参照）

●武田の里ウォーク
　(広報３月号P12参照）

休館：    

抜き取ってご利用ください

4 月

●平成25年度
　韮崎市消防団
　辞令交付式
　９時～
　韮崎西中学校

　
休館：    

●無料法律相談
　予約受付日
　受付：8時30分～
　企画財政課企画推進担当　
　内線356
　※相談日は25日（木）
　 １歳６か月児健診
　　対象児：Ｈ23年9月生
　　受付：13時～13時15分
　 体位測定
　　10時30分～11時30分
　　0歳児の体位測定など
　　【予約不要】　　休館：  

●わに塚のサクラ
　ライトアップ
　4月14日まで
　18時30分～ 20時30分
　点灯式：5日
　　　　　18時15分～
　（広報3月号Ｐ12参照）

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111　 22-8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
■母子健康手帳交付・
　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時
　保健福祉センター

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216）

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　予約：子育て支援担当
　　　　（内線１７９）
■市民栄養相談
　予約：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

4/7、14、21、28、29
10 時～ 12 時、13 時～ 16 時
大人、子ども共に１回 100 円

（３歳以下は保護者と同伴で無料）

企画展「民俗資料館で
　ひな祭り」
　～21日まで
　(広報３月号P14参照）
休館：図      

　 中央公園ミニSL運行日

0～5か月児ママの会
　13時30分～
　14時30分
　同じ月齢のお子様を持つマ
　マ同士、親子遊びやおしゃ
　べりを楽しみます。
　定員10組【要予約】

避難訓練
　いざという時のために…
　避難訓練で安全確認を！
　11時頃【予約不要】

休館：

2013
卯
　
月

広報にらさき　

情報カレンダー

休館：図     

　4 月 25 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 402 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　4 月 10 日（火）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談
納期限（口座振替日）
4 月 30 日（火）
＊介護保険料　　　第1期

収納課徴収・管理担当
（内線 163 ～ 166）

今月の納税

４月11日
双子ママの会

　13時30分～14時30分
　双子のお子様を持つママ同
　士の親子遊びやおしゃべり
　定員10組【要予約】

ゆ～ぷるにらさきの
臨時休館

（健康ふれあいセンター）

3月30(土) ～ 4月2日(火）
までは臨時休館中です。 

（広報３月号Ｐ9を参照）

子育て支援センターよりお知らせ
4月2日(火）～ 4月5日(金）

春休みのご利用時間保育園・幼稚園児は
14時から17時までのご利用です。
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2 3 4 51

４月10日
６～８か月児ママの会

　13時30分～14時30分
　同じ月齢のお子様を持つママ
　同士の親子遊びやおしゃべり
　定員10組【要予約】



　
●深田祭
　場所：深田記念公園
　(広報３月号P13参照）
●春の武田の里まつり
　「新府藤武神社祭典」
　（Ｐ14参照）
休館：    

　　 　　 　　

　　　 　
　　　　　　

　 　

　　  　

　　　

３歳児健診
　対象児：H22 年
　　　　　３月生
　受付：13時～13時15分
　内容：小児科医及び歯科医
　　　　の診察など

　 助産師さんとしゃべり
　　６～ 12か月児
　　助産師　加茂友香さんに
　　よる離乳食やはいはい・
　　卒乳・ママの健康相談な
　　ど　定員10組【要予約】

すくすく教室
　対象児：Ｈ24年
　　　　　９月生
　受付：13時～13時15分
　離乳食指導や離乳食の試食
　など

メルマガ会員限定
　手型サービス
　10時30分～11時30分
　メルマガ会員の方に手
　型足型プレゼント
　【予約不要】
休館：

●武田の里ライフ
　カレッジ開講式
　13時30分～15時30分
　場所：東京エレクトロン
　　　　韮崎文化ホール
休館： （午前）

川辺先生の子育て
　ワンポイント
　アドバイス
　10時30分～11時30分
　認定カウンセラー川辺修作
　先生からアドバイス講座 
　定員20組（託児なし）
　【要予約】

休館：交  図     

よちよち教室
　対象児：Ｈ24年
　　　　　5月生
　受付：13時～13時15分
　内容：ブックスタート事業
　やお子さんの事故防止など 
　場所：市民交流センター内
　　　　市立図書館、読み聞
　　　　かせの部屋

●老壮大学開講式
　時間：13時～
　場所：市民交流センター

にこにこ子育て相談
　９時30分～ 16時
　お子さんの気になる成長発
　育・食事などについて、保
　健師・管理栄養士が個別に
　相談に応じます。
　【要予約】

休館：図 休館：   

凡
　
例

交：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～18時・休館：月曜日・休日の翌日）
図：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～１６時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

交ふるさと偉人
資料館・民俗資料館

　共同企画展
　『志村滝蔵と坂井遺跡』
　8月25日まで
　（Ｐ17参照）

図折り紙・工作遊び
　14時～15時
　【事前申込】　
　（Ｐ17参照）

休館：  

図朗読のつどい
　14時～15時
　対象：成人一般、学生、
　　　　目の不自由な方など
　（P17ページ参照）
休館：

子育てサロン
　「ピーターラビット」
　～こいのぼりつくり～
　10時30分～ 11時30分
　参加申込窓口：子育て支援
　センター（定員20組）
　【要予約】
図だっこの会
　11時～11時30分
　わらべ歌、絵本の読み聞
　かせ、手遊びなど
　対象：乳幼児
休館： （午前）

４か月児健診
　対象児：Ｈ24年
　　　　　12月生
　受付：13時～13時15分
　小児科医の診察など

休館：図     

●献血
　9時～11時30分
　12時30分～15時30分
　受付：市役所１階防災会議
　　　　室（Ｐ11参照）

春こそ心とからだの
　デトックス
　10時30分～11時30分
　場所：ニコリ１階和室
　定員10組【要予約】
　託児有り（有料）
休館：

休館：図     
　　　

休館：    

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316

乳幼児の健診
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

子育て教室
　場所　保健福祉センター

※よちよち教室は、市民交流センター２階図書館内
　持物　母子健康手帳、筆記用具など
　　
育児健康相談等
　場所　保健福祉センター
　持物　母子健康手帳

健康づくり教室
　場所　保健福祉センター
　持物　各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜　午前8時30分～午前11時
※スポーツ外来
　木曜　午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜　午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
（12/29～1/3)
 
※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
麻酔科（ペイン：痛み） 水・金曜（午前）
泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院　
本
町
３
丁
目
５
番
３
号

市立病院よりお知らせ
4月よりリウマチ外来は、　
木曜午後の診療となります。

ふるさと偉人資料館よりお知らせ
4月21日(日）～ 26日(金）までは
展示替えのため休館です。　 　　 

15 16

22 23

17 18

24

19 20 21

25 26 27 28

29 30

４月16日
助産師さんとしゃべり

　０～５か月
　13時30分～14時30分
　助産師井上裕子さんによる
　相談とベビーマッサージ
　定員10組【要予約】

４月17日
９～12か月児ママの会

　13時30分～14時30分
　同じ月齢のお子様を持つマ
　マ同士の親子遊びやおしゃ
　べり　定員 10 組【要予約】

４月25日
大家族ママの会

　13時30分～14時30分
　大家族のママ同士の親子
　遊びやおしゃべり
　定員10組【要予約】

４月24日
誕生会

　13時30分～14時30分
　4月生まれのお子様をお
　祝い　材料費100円 
　定員10組【要予約】



１日（月）、２日（火）は車両整備のため、 
韮崎駅行のみ運行します。

　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

  1日、  4日
  8日、11日
15日、18日
22日、25日
29日

 3日、17日

10日 ー 2日
●市役所裏駐車場
　6日、13日、20日、　
　27日
　１３時～１６時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　13日、27日
　１３時～１６時
●龍岡公民館グラウンド
　13日、27日
　１３時～１６時

　4月27日（土）  　　　
9時～11時　　　　　　

エコパークたつおか
（☎22-3437）へ直接搬入
運転免許証により、韮崎市
民であることを確認しま
す。
お店や事業所から出たもの
は搬入できません。
普通乗用車、軽自動車以外
での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 ー 24日 9日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石

 2日、 5日
 9日、12日
16日、19日
23日、26日
30日 　 　 　

10日、24日

　3日 ー 16日

旭・大草・龍岡 ー 17日 23日

4 月のごみ収集日程　「ごみ資源物収集カレンダー」を冊子型に変更しました。（P13 参照）

◇平成25年度ブリーズ友の会会員募集
　お得な会員になりませんか？
　当ホール主催の公演チケットの先行
予約や割引価格での購入。また、月に
１度の公演案内情報の送付、ポイント
カードなど様々な特典をご用意してお
ります。
※一部対象外の公演もございます。
○会員期間
　４月１日～来年３月末まで
○年会費〈お１人あたり〉
　個人会員　２,０００円
　家族会員（２～４名）１,０００円
※団体会員区分もありますので、入会
方法等、詳細はホールまでお問い合わ
せください。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　「落語・陶芸」ワークショップ開催
　毎年好評をいただいておりますワー
クショップを今年度も5月から開催しま
す。ぜひこの機会に芸術・文化を肌で
体験してみませんか？

＊『落語ワークショップ』
　毎月第２木曜日
１８時３０分～２０時３０分・会議室
参加料１回　大人２,５００円・高校生
以下１,５００円（全１０回）
　講師に春風亭柳之助師匠を迎え、落語
を通じて「話す楽しさ」を体験できま
す。皆さんも落語を一席話せるようにな
りますよ！
＊『陶芸ワークショップ』
　毎月第２土曜日
９時３０分～１１時３０分・能穴焼工房
参加料１回２,０００円（全１０回）
　普段使いの湯呑から晩酌に使う徳利、
食卓に並べるお
皿やお花を活け
る花瓶まで。そ
んな器をご自分
で作ってみませ
んか？能穴焼窯
元主人の林茂松先生と自然に囲まれた穴
山の地でゆったり味わう創作のひととき
を是非お楽しみください。

※各種申し込みを受け付け中です。年
度途中からの参加も可能ですのでお気
軽にご相談ください。

◇親子のためのキャンディコンサート
　　金管五重奏コンサート
５月６日（月・祝）１４時開演・
エントランスホール
　キャンディコンサート
はお子様がメインのコン
サートです！キャンディ
を食べながら気軽に生の
音楽をお楽しみいただけ
ます。ぜひ、ご家族でご来場ください。
【全席自由】入場無料
　　　　（要入場整理券・先着１５０枚）

◇エントランスコンサートVol.6
＜予定＞５月１８日（土）
　　　　１３時３０分開演
※詳細は次号にて掲載

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０ー１１５５ ２２ー１９１９

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出
西町、富士見ヶ丘、中島、高河原	 １６日（火）

富士見、岩下、上の山	 １８日（木）

穂坂町、権現沢、上の原
上今井原、長久保	 ３日（水）・１９日（金）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ッ沢上下
飯米場、柳平、宮久保、鳥の小池	 ４日（木）・２２日（月）

藤井町全区	 ５日（金）・２３日（火）

中田町全区・穴山全区	 ８日（月）・２４日（水）

円野町全区	 ９日（火）・２５日（木）
　清哲町全区・神山町全区	 １１日（木）・３０日（火）

旭町全区 	 １２日（金）

大草町全区・竜岡町全区	 １５日（月）

●老壮大学	 ２６日（金）
●静心寮	 １７日（水）
●竜岡町老人クラブ	 １０日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。

■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（４月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。
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今
、
こ
の

瞬
間
も
病
気

や
け
が
な
ど

で
苦
し
ん
で

い
る
方
々
が

た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　
現
在
、
血

液
の
機
能
を
完
全
に
代
替
で
き
る

手
段
は
な
い
た
め
、
医
療
に
お
い

て
の
輸
血
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
献
血
が
輸
血
医
療
を
支

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
献
血
基
準

　
　
16
歳
か
ら
69
歳

＊
基
準
の
詳
細
は

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
５
８
９
１

■
日
時

　
　
４
月
24
日（
水
）

　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
受
付
場
所

　
　
市
役
所
１
階
防
災
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

　
　
☎
２
３
ー
４
３
１
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？

輸
血
用
血
液
が

足
り
な
い
こ
と
を
！

②
救
急
時
安
心
情
報
キ
ッ
ト
内
に

　
・
救
急
時
安
心
情
報
シ
ー
ト

　
・
お
薬
手
帳
の
写
し

　
・
保
険
証
・
診
察
券
の
写
し

　
・
本
人
の
写
真
な
ど

　
を
入
れ
、
冷
蔵
庫
内
に
保
管

③
冷
蔵
庫
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る

④
玄
関
の
内
側
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を

　
貼
る

●
配
付
時
期
　
４
月
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３
ー
４
３
１
３

■
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

協
議
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

標
に
、
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関

の
方
が
集
ま
り
、
認
知
症
の
方
が

地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な

支
援
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で

き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。
市
の
広
報
で
認

知
症
関
連
記
事
の
連
載
を
行
い
周

知
す
る
こ
と
も
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
生
ま
れ
た
考
え
で
す
。
今
後

も
多
く
の
方
に
認
知
症
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

協
議
会

　
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
で
の
話
し
合
い
で
、
認
知
症

の
方
の
徘
徊
は
命
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昨

年
よ
り
実
働
部
隊
と
し
て
「
徘
徊

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
認
知
症
の
高
齢
者

等
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
際
、
一

刻
も
早
く
発
見
し
、
無
事
に
家
族

の
も
と
に
帰
れ
る
よ
う
、
高
齢
者

の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
の
支

援
体
制
で
す
。

　
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
家

族
等
の
申
請
に
よ
り
事
前
登
録
す

る
こ
と
で
、
万
が
一
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
、
必
要
な
情
報
が
速
や

か
に
市
・
警
察
か
ら
協
力
機
関
に

提
供
さ
れ
、
早
期
捜
索
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
行
方
不
明
者

が
発
生
し
た
場
合
に
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
毎
年
模
擬

訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
２
３
ー
４
４
６
４

そ
れ
い
け
！

オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル 

第
８
回

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
！

昨年 9月に両協議会の合同会議で
認知症サポーター養成講座を開催

　
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
な
ど
を
対
象
に
「
韮
崎
市

救
急
時
安
心
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配

付
し
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
は
、
災
害
時
・
急
病
時
に

高
齢
者
の
方
々
が
説
明
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
て
も
、
救
急
隊
員
が

キ
ッ
ト
内
の
情
報
を
確
認
し
、
適

切
な
医
療
措
置
を
行
う
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

●
対
象
者

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
で
災

害
や
救
急
時
の
対
応
が
困
難
な
方

●
配
布
内
容

　
・
保
管
容
器

　
・
救
急
時
安
心
情
報
シ
ー
ト

　
・
ス
テ
ッ
カ
ー

●
申
請
か
ら
保
管
ま
で
の
流
れ

《
申
請
》

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
並
び
に
関

係
部
署
の
窓
口
で
申
請　

《
保
管
》

①
救
急
時
安
心
情
報
シ
ー
ト
へ

　
記
入
す
る

救
急
時
安
心
情
報
キ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
す

救
急
事
態
の
発
生
時
の
想
定

救
急
要
請

救
急
出
動

玄
関
内
側
ス
テ
ッ
カ
ー
の
確
認

冷
蔵
庫
よ
り
救
急
時
安
心
情
報

キ
ッ
ト
の
情
報
確
認

収
容
要
請
・
救
急
搬
送
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円
野
町
、
清
哲
町
、
神
山
町
の
全

域
と
、
旭
町
山
口
、
鋳
物
師
屋
、

宮
下
、
小
曽
根
、
鍛
冶
屋
（
田
島

を
除
く
）

こ
れ
に
該
当
し
な
い
町
で
も
、
下

水
道
区
域
外
等
補
助
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
補
助
額

※
右
記
ま
た
は
浄
化
槽
設
置
費
用

の
４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

※
補
助
金
申
請
書
の
受
付
は
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
と
な
り

ま
す
。

下
水
道
の
利
用
に
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

●
台
所
で
は
油
や
野
菜
く
ず
を
流

　
さ
な
い
！

　
※
管
が
詰
ま
り
悪
臭
の
原
因
と

　
な
り
ま
す
。

●
ト
イ
レ
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

　
ー
以
外
は
流
さ
な
い
！

　
※
水
に
溶
け
に
く
い
テ
ィ
ッ
シ

　
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
衛
生
用
品
、
タ

　
バ
コ
、
ガ
ム
は
ト
イ
レ
の
つ
ま

　
り
の
原
因
で
す
。

●
洗
濯
場
、
風
呂
、
洗
面
所
洗
濯

　
で
は
、
リ
ン
を
含
ま
な
い
洗
剤

　
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
※
毛
髪
な
ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ

　
る
原
因
と
な
る
の
で
、
目
皿
等

　
を
用
い
て
管
に
入
れ
な
い
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

大
草
町
上
條
東
割

下
條
西
割
地
域
へ

下
水
道
の
供
用
を
開
始

　
平
成
24
年
度
に
同
地
域
で
行
わ

れ
た
下
水
道
工
事
が
、
３
月
末
を

も
っ
て
完
了
し
、
４
月
か
ら
新
た

に
１
４
９
世
帯
で
、
下
水
道
を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金

を
財
源
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
未
接
続
の

方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

供
用
開
始
地
域
に

下
水
道
を
使
用
で
き
る

土
地
を
お
持
ち
の
方

　
４
月
か
ら
受
益
者
負
担
金
が
か

か
り
ま
す
。
４
月
中
旬
ご
ろ
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
下
水
道
に

直
接
接
続
す
る
宅
内
工
事
は
、
市

が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店
は
市
に
提
出
す
る
必

要
書
類
の
作
成
、
届
出
な
ど
の
手

続
き
を
代
行
し
ま
す
。
な
お
、
工

事
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
担
当
窓
口
に
指
定
工
事

店
一
覧
名
簿
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
工
事

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
排
水
設
備
工
事
資
金

　
１
０
０
万
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

　
内
に
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

・
処
理
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方

・
市
税
及
び
受
益
者
負
担
金
を
滞

　
納
し
て
い
な
い
方

下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

■
対
象
者

　

下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
市
に
設

置
届
を
出
さ
れ
た
方
で
、
下
水
道

排
水
設
備
工
事
を
行
う
方

■
補
助
額

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

促
進
事
業
費
補
助
金

　
下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　
穂
坂
町
、
中
田
町
、
穴
山
町
、

快
適
で
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を

各種中小企業支援策の
適用期間を延長します

接続時期 補助
金額

処理区域公示から１年以内
（平成２5年４月供用開始） 8万円

処理区域公示から２年以内
（平成２4年４月供用開始） 5万円

処理区域公示から３年以内
（平成２4年４月供用開始） 3万円

　市では、若年者の就職機

会や中小企業の資金繰りに

対して、市内事業者へ各種

支援を行っておりますが、

現下の厳しい経済状況等を

鑑み、平成２５年度末まで

適用期間を延長し、引き続

き支援をいたします。

・小規模商工業者事業資金  
　利子補給及び保証料助成
・雇用安定化対策助成金
・若年者等雇用奨励助成金

■お問い合わせ
　商工観光課商工労政担当

　（内線２１６）

人槽区分 補助限度額

５人槽まで ３３２,０００円

６～７人槽 ４１４,０００円

８～ 50人槽 ５４８,０００円
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は
、
お
手
数
で
す
が
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
平
日
に
都
合
が
悪
い
方

　

地
区
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

　
４
月
20
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
役
所
庁
舎
裏

　
駐
車
場

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
の
に
登
録
を

し
な
い
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
な
い
等
の
無
責
任
な
飼
い
主

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
後
91
日

以
上
に
な
っ
た
ら
生
涯
に
１
回
の

登
録
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、

毎
年
１
回
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

「
狂
犬
病
予
防
法
」
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
左
記
日
程
表
の
と
お
り
獣
医
師

が
市
内
を
巡
回
し
、
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
接
種
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。

※
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
同
時
に
犬
の
新
規
登
録

の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

■
会
場
へ
の
持
物

・
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
ハ
ガ
キ

　
（
犬
の
登
録
が
お
済
の
方
）

・
一
頭
あ
た
り
の
諸
経
費

　
（
下
記
料
金
表
を
参
照
）

※
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
で
、
す
で

に
犬
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合

犬
も
家
族
で
す
！

登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
お
忘
れ
な
く

種　類 登録手数料 注射料金 注射済票 合　計
登録犬（済） ―　円 ２，８５０円 ５５０円 ３，４００円
新規登録犬 ３，０００円 ２，８５０円 ５５０円 ６，４００円

月日 時　　間 場　　所 町名

４
月
11
日
（
木
）

　９：００～１０：００ やまとフジミモール店南側駐車場 
韮崎地区１０：１５～１０：４５ 岩下公民館 

１１：００～１１：３０ 上ノ山公民館
１２：４５～　１：４５ 穂坂コミュニティセンター

穂坂町　２：００～　２：３０ 柳平公民館
　２：４５～　３：１５ 原公民館北側広場

12
日
（
金
）

　９：００～　９：３０ 南下條公民館
藤井町　９：４５～１０：４５ 藤井公民館

１１：００～１１：４５ 極楽寺 
　１：００～　１：４５ 中田公民館

中田町
　２：００～　２：３０ 小田川ゲートボール場前
　２：４５～　３：１５ 久保公民館 穴山町

15
日
（
月
）

　９：００～　９：４５ 若尾公民館 
大草町

１０：００～１１：００ JA梨北大草共選所
１１：１５～１２：００ 若尾新田公民館

龍岡町　１：１５～　２：００ 坂の上公民館
　２：１５～　３：３０ 龍岡公民館

16
日
（
火
）

　９：００～　９：４５ 神山体育館駐車場
神山町

１０：００～１０：４５ 鍋山公民館
１１：００～１２：００ 金山神社

旭町　１：１５～　２：００ 旭公民館
　２：１５～　３：００ 南割公民館

17
日
（
水
）

　９：００～　９：４５ 上の原公民館
穂坂町１０：００～１０：４５ 日之城公民館

１１：００～１１：３０ 三之蔵公民館
１２：４５～　１：３０ 市営体育館駐車場

韮崎地区　１：４５～　２：１５ 商工会館前駐車場
　２：３０～　３：００ 富士見ヶ丘公民館

18
日
（
木
）

　９：００～　９：４５ 坂井公民館 藤井町
１０：００～１０：３０ 中條上野公民館 中田町
１０：４５～１１：４５ デイサービスなごみの郷入口 穴山町
　１：００～　１：３０ 上円井公民館

円野町　１：４５～　２：３０ 旧 JA梨北円野支所裏
　２：４５～　３：１５ 入戸野公民館

19
日
（
金
）

　９：００～　９：４５ JA梨北本店南側駐車場
韮崎地区

１０：００～１０：３０ 祖母石公民館
１０：４５～１１：１５ 折居公民館公園

清哲町１１：３０～１２：００ 清哲会館駐車場
　１：１５～　１：４５ 御杉公民館
　２：００～　２：３０ 泉勝院 神山町

20日 　９：００～１２：００ 市役所庁舎裏駐車場 市内全域

　広報１２月号にてお知

らせしたとおり、現在、市

道 ( 韮崎 ) １号線道路改良

工事のため、雲岸寺横交

差点から市営火葬場駐車

場までの区間を車両全面

交通止めで施工しており

ますが、引き続き残りの

区間の工事も実施します

ので、当初３月末予定となっていました交通止め期間を平成２５

年１２月末まで延長させていただきます。

　歩行者及び自転車は通行が可能ですが、その他の車両等は通行

ができませんので、富士見ヶ丘地内へ行かれる方は、青坂バイパ

スへの迂回をお願いいたします。

　長期間に渡る交通止めで、市民の皆さまには大変、ご迷惑をお

かけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

■お問い合わせ　建設課建設土木担当（内線２４８・２４９）

市道（韮崎）１号線交通止めの期間延長について
　
平
成
25
年
度
よ
り
、
カ
レ
ン
ダ

ー
を
冊
子
型
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
ご
み
の
出
し
方
や
市
で
は
収
集

し
な
い
も
の
の
処
分
方
法
、
お
問

い
合
わ
せ
の
多
い
品
目
の
一
覧
表

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一

度
、
確
認
く
だ
さ
い
。
３
月
に
全

世
帯
配
布
い
た
し
ま
し
た
が
、
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

市
民
課
窓
口
ま
た
は
、
環
境
課
の

窓
口
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
分
別
を
し
っ
か
り
し
て
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
環
境
課

　
　（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

「
ご
み
・
資
源
物
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
活
用
く
だ
さ
い
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市
で
は
、
子
育
て
を
「
手
助
け

し
て
ほ
し
い
方
」
と
「
お
手
伝
い

し
た
い
方
」
が
お
互
い
に
支
え
あ

う
「
韮
崎
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
急
用
で
育
児
が
で
き
な
い
場
合

や
仕
事
で
お
子
さ
ま
の
送
迎
が
で

き
な
い
場
合
な
ど
に
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
タ
ー
（
保
育
サ
ポ
ー
タ

ー
の
資
格
を
持
つ
市
内
在
住
の

方
）
が
有
料
で
育
児
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　
市
内
在
住
の
生
後
３
ヵ
月
か
ら

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ま

を
育
て
る
保
護
者

●
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
一
時
預
か
り

・
通
園
・
通
学
・
習
い
事
の
送
迎

※
宿
泊
を
伴
う
預
か
り
は
不
可

●
利
用
料
金

＊
平
日
　
７
時
〜
19
時

　
　
７
０
０
円
／
１
時
間

＊
平
日
の
前
記
以
外
の
時
間

　
土
日
祝
日
・
年
末
年
始

　
　
８
０
０
円
／
１
時
間

※
そ
の
他
お
む
つ
代
・
ガ
ソ
リ
ン

代
等
の
実
費
は
別
途
必
要
で
す
。

●
利
用
申
込

　
申
込
書
（
福
祉
課
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
窓
口
設
置
）
に
ご
記

入
の
う
え
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
の
助
成

　
利
用
料
の
半
額
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。（
月
額
助
成
上
限
３
万

円
）
別
途
請
求
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

　
実
物
の
10
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
、
石
炭
を
焚
い
て
黒

い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、
緑
の
林
の

中
に
あ
る
全
長
２
４
２
ｍ
の
線
路

を
力
強
く
走
り
抜
け
ま
す
。

　
ご
家
族
で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

■
運
行
日
時
【
日
程
表
参
照
】

　
　
４
〜
10
月
の
日
曜
日
・
祝
日

　
　
10
〜
12
時
・
13
〜
16
時

　
　（
雨
天
時
運
休
あ
り
）

※
毎
月
広
報
に
ら
さ
き
情
報
カ
レ

ン
ダ
ー
に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
場
所
　
韮
崎
中
央
公
園

■
料
金
　
大
人
・
子
ど
も
共
に

　
　
　
　
１
回
１
０
０
円

※「
こ
ど
も
の
日
」は
全
員
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
建
設
課
都
市
計
画
担
当

　
　（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

　
今
年
は
「
さ
る
か
に
合
戦
・
童

話
の
仮
装
大
会
」
や
穴
山
駅
百
周

年
を
記
念
し
た
、
記
念
の
入
場
券

発
券
や
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

さ
あ
出
か
け
よ
う
！
春
の
イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

「
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
見
て
い
て
ほ
し
い
…
」

　
　
こ
ん
な
時
こ
そ
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」
を
！

　４月より、障がいのあるお

子さまのことについて、無料

で相談できるスペースを設け

ました。

　同様のお悩みを経験したお

母さん方と語り合うことので

きる場となっていますので、

お気軽にご利用ください。

●日時　毎月第２水曜日　　

　　　　１０時～１３時

●場所　市民交流センター 

　　　「ニコリ」 ２階図書館

　　　グループ研修室２

■お問い合わせ
　福祉課障がい福祉担当

　（内線１８２・１８３）

気軽に参加しませんか？
韮崎市心身障害児〈者〉
父母の会フリースペース

■
場
所
　
穴
山
さ
く
ら
公
園

　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
穴
山
駅
南
側
）

■
内
容
　
餅
・
豚
汁
及
び
市
民
参

加
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ

な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　
実
行
委
員
長
　
山
寺

☎
０
９
０
ー
８
９
４
７
ー
２
０
６
７

　
新
府
城
跡
に
祀
ら
れ
て
い
る
新

府
藤
武
神
社
の
春
の
お
祭
り
。

　
お
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
、

２
４
９
段
の
石
段
を
一
気
に
駆
け

上
が
る
神
輿
渡
御
は
圧
巻
で
す
。

※
広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

日
程
か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
日
程
　
４
月
21
日（
日
）

■
場
所
　
新
府
藤
武
神
社

　
　
　
　（
新
府
城
跡
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
新
府
藤
武
神
社
氏
子
総
代
長

　
　
平
賀
　
嘉
仁

　
　
☎
２
５
ー
５
２
２
１

（
武
田
の
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

４
月
７
日

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
を
開
始

春
の
武
田
の
里
ま
つ
り

「
新
府
藤
武
神
社
祭
典
」

第
５
回

穴
山
さ
く
ら
ま
つ
り

運行日
4 月 7 14 21 28 29
5 月 3 4 5 6 12 19 26
6 月 2 9 16 23 30
7 月 7 14 15 21 28
8 月 4 11 18 25
9 月 1 8 15 16 22 23 29
10 月 6 13 14 20 27
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無
料
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　
本
市
に
お
け
る
東
海
地
震
の
最

大
震
度
は
６
弱
と
想
定
さ
れ
て
お

り
、
次
の
対
象
住
宅
は
地
震
時
、

建
物
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

建
築
物
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
震
に
対
し
て
十
分
な
耐

力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
耐
震
診
断
で
あ
な
た
の
家
の

安
全
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
住
宅

・
昭
和
56
年
以
前
（
旧
耐
震
基

準
）
に
建
築
さ
れ
た
木
造
個

人
住
宅
（
共
同
住
宅
を
除
く
）

・
２
階
以
下
で
、
延
床
面
積

　
３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
過
半
が

　
居
住
部
分
の
も
の

■
診
断
内
容

　
市
が
委
託
し
た
診
断
者
が
訪
問

し
、
住
宅
の
目
視
診
断
・
聞
き
取

り
等
を
行
う
２
時
間
程
度
の
調
査

で
す
。

　
診
断
結
果
が
耐
震
不
足
と
判
断

さ
れ
た
住
宅
は
、
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
耐
震
改
修
工
事
を
早

急
に
行
う
事
が
重
要
で
す
。

耐
震
改
修
設
計
費
助
成

　
改
修
設
計
に
対
し
20
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

耐
震
改
修
費
助
成

　
改
修
工
事
に
対
し
60
〜
80
万
円

を
助
成
し
ま
す
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
設
置
の
場
合
は
24
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
助
成

　
住
宅
の
長
寿
命
化
、
多
世
代
同

居
の
た
め
の
住
宅
改
修
の
促
進
、

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

・
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
現
在
居

　
住
し
て
い
る
個
人
住
宅
ま
た
は

　
併
用
住
宅

・
建
築
後
５
年
経
過
し
た
も
の

■
対
象
工
事

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
に
登

　
録
の
施
工
業
者
が
行
う
も
の

・
住
宅
の
機
能
の
維
持
及
び
向
上

　
の
た
め
の
工
事
で
、
工
事
金
額

　
が
20
万
円
以
上
の
も
の

■
助
成
金
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
１
／
10
以

　
内
と
し
、
上
限
10
万
円

・
耐
震
改
修
工
事
を
同
時
に
行
う

　
場
合
は
、
上
限
20
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　
建
設
課
建
築
営
繕
担
当

　
　（
内
線
２
４
３
）

木
造
住
宅
耐
震
に
対
す
る
各
種
制
度
の
ご
案
内

　
韮
崎
駅
前
広
場
の
利
便
性
の
向

上
及
び
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
修
景
を
創
造
す
る
た
め
、
雨

よ
け
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
、
駐
輪

場
の
整
備
、
カ
ラ
ー
平
板
舗
装
、

桜
の
移
植
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　
整
備
事
業
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
意
見
募
集
期
間

　
　
４
月
10
日（
水
）

　
　
　
〜
４
月
30
日（
火
）

■
公
表
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
建
設
課
窓

口
、
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

■
意
見
提
出
方
法

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
ー
１
２
１
５
）

メ
ー
ル
、
建
設
課
窓
口
へ
持
参

※
様
式
は
任
意
で
す
が
、
必
ず
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
建
設
課
都
市
計
画
担
当

　
　（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

　kensetsu@
city.nirasaki.lg.jp

　フィルムコミッションとは、テレビや映画等の撮

影場所誘致や撮影を支援する事業のことです。

　今回の撮影以外にも、今後公開予定の映画やドラ

マ等の撮影が行われております。

駅前広場整備事業
パブリックコメント募集

平
成
24
年
度
韮
崎
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

市
内
で
様
々
な
撮
影
を
実
施

戦国 BASARA MOONLIGHT PARTY の
撮影風景（穂坂町上今井の大山神社）ロ

ケ
の
合
間
に
穴
山
保
育
園
を

訪
れ
た
馬
場
良
馬
さ
ん

ジャンル 番組名等 ロケ地

テレビ番組　 いい旅夢気分 駅前通り・観光
案内所　など

プロモーションビデオ 大石秀一郎「手をつないで」白山神社

ネット
google ストリートビュー
スペシャルコレクション

わに塚のサクラ

テレビ番組 さくらのある風景 わに塚のサクラ

テレビドラマ 戦国BASARA
MOONLIGHT PARTY

雲岸寺窟観音・
大山神社　など

テレビＣＭ ポリグリップ 甘利山

テレビ番組 トムさんの田舎のごちそう
武田八幡宮・
観光案内所
など



2013.4

16

今年もヴァンフォーレ甲府を応援しよう !!
　今シーズンのＶＦ甲府は、「ＭＯＶＥ＝プロヴィンチアの挑戦」を

スローガンに、人もボールも動く「ＭＯＶＩＮＧ ＳＯＣＣＥＲ」で、

地域を勇気付け、感動「ＭＯＶＥ」を与えるクラブを目指します。ス

ローガンには、地方クラブ「プロヴィンチア」として、ビッククラブ

に常に挑戦していく姿勢を持ち続けるクラブでありたいという想いが

込められています。

　昨シーズンのＶＦ甲府イレブンは、見事にＪ２優勝とＪ１昇格を果たしました。

今シーズンもＪ１の舞台で躍動するＶＦ甲府イレブンを市民一丸となって応援し

ましょう。韮崎市では、ヴァンフォーレ甲府を応援するため、対「鹿島アントラー

ズ」戦において、ホームタウンサンクスデーを開催します。当日は、市民の皆さ

まをスタジアムにご招待するほか、エスコートキッズ・フェアプレイフラッグも

募集する予定です。

ホームタウンサンクスデー
■月日・場所　９月１４日（土）山梨中銀スタジアム

　　　　　　　対「鹿島アントラーズ」　※サンクスデーに関する詳細は、広報８月号で掲載します。

2013年　Ｊリーグ・ディビジョン１　ヴァンフォーレ甲府　試合日程
節 試合日 曜日 対戦カード 時間 会　　場 結果
1 03 月 02 日 土 ベガルタ仙台 14:00 ユアテックスタジアム仙台 1 － 1
2 03 月 09 日 土 セレッソ大阪 14:00 山梨中銀スタジアム 1 － 2
3 03 月 16 日 土 名古屋グランパス 19:00 山梨中銀スタジアム －
4 03 月 30 日 土 川崎フロンターレ 15:00 等々力陸上競技場 －
5 04 月 06 日 土 大分トリニータ 14:00 大分銀行ドーム －
6 04 月 13 日 土 柏レイソル 13:00 山梨中銀スタジアム －
7 04 月 20 日 土 鹿島アントラーズ 19:00 県立カシマサッカースタジアム －
8 04 月 27 日 土 横浜 F・マリノス 16:00 日産スタジアム －
9 05 月 03 日 金祝 ジュビロ磐田 14:00 山梨中銀スタジアム －

10 05 月 06 日 月振 アルビレックス新潟 14:00 東北電力ビッグスワンスタジアム －
11 05 月 11 日 土 清水エスパルス 17:00 山梨中銀スタジアム －
12 05 月 18 日 土 サンフレッチェ広島 14:00 エディオンスタジアム広島 －
13 05 月 25 日 土 大宮アルディージャ 14:00 山梨中銀スタジアム －
14 07 月 06 日 土 浦和レッズ 18:00 国立競技場 －
15 07 月 10 日 水 サガン鳥栖 19:00 ベストアメニティスタジアム －
16 07 月 13 日 土 湘南ベルマーレ 18:30 山梨中銀スタジアム －
17 07 月 17 日 水 FC 東京 19:30 味の素スタジアム －
18 07 月 31 日 水 ベガルタ仙台 19:00 山梨中銀スタジアム －
19 08 月 03 日 土 セレッソ大阪 19:00 キンチョウスタジアム －
20 08 月 10 日 土 アルビレックス新潟 18:30 山梨中銀スタジアム －
21 08 月 17 日 土 川崎フロンターレ 18:30 山梨中銀スタジアム －
22 08 月 24 日 土 湘南ベルマーレ 19:00 Shonan BMW スタジアム平塚 －
23 08 月 28 日 水 サンフレッチェ広島 19:00 山梨中銀スタジアム －
24 08 月 31 日 土 ジュビロ磐田 19:00 ヤマハスタジアム －
25 09 月 14 日 土 鹿島アントラーズ 山梨中銀スタジアム －
26 未定（ACL 絡み） 浦和レッズ 埼玉スタジアム 2002 －
27 09 月 28 日 土 清水エスパルス IAI スタジアム日本平 －
28 10 月 05 日 土 横浜 F・マリノス 山梨中銀スタジアム －
29 10 月 19 日 土 柏レイソル 日立柏サッカー場 －
30 10 月 27 日 日 FC 東京 山梨中銀スタジアム －
31 11 月 10 日 日 大宮アルディージャ NACK ５スタジアム大宮 －
32 11 月 23 日 土祝 大分トリニータ 山梨中銀スタジアム －
33 11 月 30 日 土 名古屋グランパス 豊田スタジアム －
34 12 月 07 日 土 サガン鳥栖 山梨中銀スタジアム －

　2013  ＭＯＶＥ  ー プロヴィンチアの挑戦 ―
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土
曜
日
（
全
10
回
）
開
催
の
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
教
室
の
詳
細
は
次
号

で
お
伝
え
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
パ
ン
作
り
教
室

　
調
理
パ
ン
と
お
菓
子
パ
ン
の
作

り
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う
！
生
地
を

こ
ね
て
か
ら
焼
き
上
げ
ま
で
を
行

い
ま
す
。
お
茶
と
一
緒
に
焼
き
た

て
の
パ
ン
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
♪

　
自
分
で
焼
い
た
パ
ン
は
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
け
ま
す
！

■
日
時
・
内
容

　
　
５
月
15
日（
水
）

　
　
…
手
軽
に
作
れ
る
調
理
パ
ン

　
　
６
月
19
日（
水
）

　
　
…
お
や
つ
に
ぴ
っ
た
り
な

　
　
お
菓
子
パ
ン

　
　
両
日
と
も
10
時
〜
12
時
30
分

■
場
所
　
１
階
調
理
室

■
参
加
費
　

　
　
　
５
、０
０
０
円（
２
回
分
）

■
定
員
　
12
名

■
託
児
あ
り（
有
料
）

■
受
付
期
限
　
５
月
10
日（
金
）

■
持
ち
物
　

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ

可
）、
お
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
、持
ち
帰
り
用
の
箱
や
か
ご

■
講
師

　
ア
ト
リ
エ
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

　
福
田
由
香
里 

氏

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　
１
階
　
総
合
受
付

　
　
☎
２
２
ー
１
１
２
１　

「
甲
州
軍
団
出
陣
」
展
示

■
期
間
　
４
月
２
日（
火
）

　
　
　
　
〜
４
月
29
日（
月
・
祝
）

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
信
玄
公
祭
り

に
合
わ
せ
て
、
武
田
信
玄
や
山
本

勘
助
な
ど
に
関
す
る
本
を
展
示
し

ま
す
。
信
玄
や
、
武
田
二
十
四

将
、
甲
州
軍
団
出
陣
の
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
た
「
川
中
島
の
合
戦
」
な

ど
を
知
る
と
、
よ
り
一
層
楽
し
ん

②「
折
り
紙
・
工
作
遊
び
」（
無
料
）

　
折
り
紙
や
ゴ
ム
で
飛
ば
す
飛
行

機
（
予
定
）
の
工
作
遊
び
を
行
い

ま
す
。

■
日
時
　
４
月
27
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
15
時

■
場
所
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
参
加
費
　
無
料

■
対
象
　
小
学
生
以
下

　
小
さ
い
お
子
さ
ま
は
保
護
者
同

伴
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
定
員
　
20
名
（
保
護
者
除
く
）

■
折
り
紙
講
師

　
　
　
　
小
池
　
和
男 

さ
ん

　
　
　
　
小
池
き
よ
子 

さ
ん

■
申
込
　
４
月
２
日
よ
り
、
図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
付
を
行
い
ま

す
。
指
定
申
込
用
紙
に
ご
記
下
さ

い
。

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　
図
書
館
で
朗
読
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
　【
事
前
申
込
不
要
】

■
日
時
　
４
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
15
時

■
内
容

「
蒼
い
岸
辺
に
て
」
朱
川
湊
人 

著

　
　
　
　
　
朗
読
　
青
木
　
文
子

「
潰
れ
た
鶴
」　
向
田
邦
子 

著

　
　
　
　
　
朗
読
　
宮
方
あ
さ
代

「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
人
」

　
　
　
　
　
　
千
住
真
理
子 

著

　
　
　
朗
読
　
小
山
喜
美
子
　
他

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
２
階
　
市
立
図
書
館

　
　
☎
２
２
ー
４
９
４
６

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
１day 

体
験
レ
ッ
ス
ン
開
催

　
５
月
か
ら
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

が
始
ま
り
ま
す
！

　
腰
を
左
右
上
下
に
動
か
す
こ
と

で
、
お
腹
周
り
の
筋
肉
や
内
臓
を

刺
激
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
容
効

果
も
期
待
で
き
る
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
。し
な
や
か
な
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
、

「
く
び
れ
」
の
あ
る
カ
ラ
ダ
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

　
初
心
者
の
方
に
も
安
心
し
て
は

じ
め
て
い
た
だ
け
る
レ
ッ
ス
ン
内

容
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
　
女
性

■
日
時
　
４
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
費
用
　
１
、０
０
０
円

■
定
員
　
15
名

■
持
物

　
飲
料
水
、
運
動
の
で
き
る
服
装

■
場
所
　
１
階
音
楽
室

■
講
師
　

　
ダ
ン
ス
ア
ラ
ベ
ス
ク
・
レ
ザ
ン

　
専
属
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
鈴
木
　
つ
な 

氏

■
申
込
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
５
月
25
日
〜
７
月
27
日
の
毎
週

で
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

本
を
借
り
て
知
識
を
蓄
え
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　
　
　

４
月
23
日
〜
５
月
12
日

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
行

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①「
ク
イ
ズ
に
答
え
て
ス
タ
ン
プ

　

を
集
め
よ
う
」（
無
料
）

■
日
時
　
４
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
〜
５
月
12
日（
日
）

■
場
所
　
市
立
図
書
館

■
対
象
　
小
学
生
以
下

■
参
加
方
法
　【
事
前
申
込
不
要
】

　
カ
ウ
ン
タ
ー
で
回
答
用
紙
を
お

渡
し
し
ま
す
。

韮
崎

市
民
交
流

セ
ン
タ
ー

『
ニ
コ
リ
』

ニ
コ
リ
主
催

市
立
図
書
館

ふるさと偉人資料館・
民俗資料館共同企画展
～縄文王国山梨に目覚めて
１００年～
山梨遺跡の保存
・活用と養蚕業の先駆者
「志村滝蔵と坂井遺跡」展
■期　間　４月２７日（土）～８月２５日（日）

　時間・休館日等はお問い合わせください。

■場　所　ふるさと偉人資料館・民俗資料館

■入館料　無料

■主　催　韮崎市教育委員会、後援／山梨県

　　　　　考古学協会、協力／坂井考古館

◇関連講演　志村滝蔵・坂井遺跡について

　日時／６月２３日（日）１３時３０分～

■お問い合わせ
＊ふるさと偉人資料館（ニコリ１階）

　☎２１ー３６３６

＊民俗資料館　☎２２ー１６９６
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■
場
所
　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
植
木
・
草
花
等
の
販
売

　
エ
ビ
ネ
蘭
展
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー

※
各
日
先
着
１
０
０
名
に
苗
木
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
７
６
ー
２
０
２
０

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
募
集

　
月
に
一
度
の
講
座
は
自
由
に
参

加
で
き
、
実
力
派
の
講
師
に
よ
る

講
演
や
楽
し
い
ク
ラ
ブ
・
同
好
会

活
動
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

■
開
講
式

　
４
月
18
日（
木
）
13
時
30
分
～

　
※
５
月
か
ら
毎
月
１
回
開
催

■
場
所
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

◇
午
前
　
ク
ラ
ブ
・
同
好
会

◇
午
後
　
講
演

■
申
込
期
限
　
４
月
５
日（
金
）

ま
で
に
入
学
金
を
添
え
申
し
込
み

■
入
学
金
　
５
、０
０
０
円（
年
額
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　（
内
線
２
６
８
）

﹁
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
駐
車
場
﹂

無
料
駐
車
時
間
を
延
長

　
４
月
１
日
よ
り
「
本
町
ふ
れ
あ

い
広
場
駐
車
場
」
の
無
料
駐
車
時

間
を
30
分
間
延
長
し
、
１
時
間
30

分
と
し
ま
す
。

　
お
近
く
で
の
買
い
物
や
用
事
等

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

　
　（
内
線
２
１
５
）

韮
崎
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

　
消
防
団
員
に
よ
る
訓
練
礼
式
も

披
露
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
へ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　
　
韮
崎
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
　（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

子
育
て
サ
ロ
ン

﹁
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
﹂

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ピ
ー
タ
ー

ラ
ビ
ッ
ト
」
を
卒
業
し
た
先
輩
マ

マ
た
ち
が
、
子
育
て
中
の
マ
マ
た

ち
に
、「
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
な
が
ら
、
子
育
て
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

か
ら
始
め
ま
す
。
季
節
の
遊
び
を

楽
し
み
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　
10
時
～
12
時

　
　
　
　
４
月
は
11
日
・
25
日

■
場
所
　
竜
岡
公
民
館

　
　
　
　（
下
條
南
割
１
０
０
７
）

■
対
象
　
保
育
園
・
幼
稚
園
に
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
20
組

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
２
３
ー
７
６
７
６

﹁
山
梨
県
自
立
支
援
医
療（
更
生

医
療
）給
付
事
業
費
補
助
制
度
﹂

が
３
月
末
で
廃
止

　
身
体
障
害
者
手
帳
４
～
６
級
を

所
持
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

山
梨
県
自
立
医
療
給
付
事
業
費
補

助
制
度
が
、
平
成
25
年
３
月
31
日

で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　
　（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

＂
あ
り
が
と
う
＂コ
ン
サ
ー
ト

in 

文
光
堂 

（
無
料
）

　■
日
時
　
４
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
14
時
～
14
時
30
分

■
場
所
　
文
光
堂
１
階

■
演
奏
・
曲
名

　
　
Ｎ
Ｓ
Ｏ
木
管
五
重
奏
団

　
　
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ

　
　
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア 

他

■
お
問
い
合
わ
せ
　
文
光
堂
書
店

　
　
☎
２
２
ー
１
３
０
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
険
で
す
。

 

５
名
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団

体
で
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

h
ttp

://w
w

w
.sp

o
rtsa

n
ze

n
.o

rg

■
お
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
３
９
２
０

山
梨
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア

■
日
時
　

　
　
４
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　
　
９
時
～
16
時

東
日
本
大
震
災
義
援
金

受
付
期
間
を
延
長

■
受
付
期
限

　
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

■
受
付
場
所

　
　
市
役
所
１
階
福
祉
課
窓
口

　
　
※
平
日
の
８
時
30
分
～

　
　
17
時
15
分

●
義
援
金
は
、
確
定
申
告
の
際
の

　
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

　
す
。
希
望
者
に
は
義
援
金
採
納

　
証
明
書
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら
の

　
義
援
金
総
額（
３
月
11
日
現
在
）

　
１
２
、９
５
７
、６
２
１
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
課
高
齢
者
担
当

　
　（
内
線
１
８
０
・
１
８
１
）

お
知
ら
せ

募  

集
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平
成
25
年
度

週
末
農
業
塾
を
開
催（
無
料
）

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
県
内

で
の
就
農
を
希
望
す
る
方
で
、
農

業
経
験
が
少
な
い
方
を
対
象
に
、

休
日
を
利
用
し
た
農
業
体
験
塾
を

開
催
し
ま
す
。

■
実
施
日
　
５
月
～
12
月（
10
回
）

■
内
容
　
も
も
ま
た
は
ブ
ド
ウ
の

生
育
ス
テ
ー
ジ
別
の
管
理
作
業
等

■
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
名

■
お
問
い
合
わ
せ
・
会
場

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

　
　
☎
３
２
ー
２
２
６
９

甘
利
山
草
刈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
甘
利
山
倶
楽
部
で
は
、
草
刈
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
４
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

の
二
日
間
　
９
時
～
14
時

■
集
合
場
所

　
　
甘
利
山
山
頂
駐
車
場

■
持
ち
物
　
雨
具
、
昼
食

　
　
　
　
　
保
険
代
１
０
０
円

※
温
か
い
豚
汁
や
、
草
刈
道
具
は

甘
利
山
倶
楽
部
で
ご
用
意
し
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
甘
利
山
倶
楽
部
事
務
局

　
　
☎
２
２
ー
６
６
８
２（
小
林
）

す
の
で
練
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
時
　
毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

■
場
所
　
韮
崎
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
対
象
　
市
内
在
住
の
方

　
　
　
　（
男
女
不
問
）

■
会
費
　
年
額
１
３
、０
０
０
円

　
　
　
　
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　
☎
２
２
ー
２
０
７
２（
大
柴
）

ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
講
座

（
初
級
）
を
開
催

　
企
業
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
進
出

に
中
国
語
は
欠
か
せ
な
い
言
葉
で

す
。

　
日
常
生
活
に
生
か
せ
る
会
話
な

ど
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
内
容

　
簡
単
な
日
常
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
会

話
・
基
本
文
法
他

■
日
時
　
５
月
16
日

　
　
　
　
～
平
成
26
年
３
月
６
日

　（
木
曜
全
34
回
・
18
時
～
21
時
）

■
定
員
　
20
名

　
　
　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
受
講
料

　
　
会
員
　
２
７
、０
０
０
円

　
　
一
般
　
３
１
、５
０
０
円

■
募
集
期
限
　
５
月
７
日（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
４
９
１
６

■
場
所
　
韮
崎
高
校
武
道
場

■
お
問
い
合
わ
せ

　
少
林
寺
拳
法
　
山
梨
峡
北

　
ス
ポ
―
ツ
少
年
団
　
村
岡
　
肇

☎
０
９
０
ー
２
２
５
７
ー
３
５
５
５

一
緒
に
バ
ス
ケ
し
よ
う
！

北
東
ミ
ニ
バ
ス
団
員
募
集

　
韮
崎
北
東
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
児
童
も
保
護
者
も
、

み
ん
な
明
る
く
楽
し
い
チ
ー
ム
で

す
。
普
段
の
練
習
以
外
に
も
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
３
校
の
児
童
が
男
女
一

緒
に
楽
し
く
、
厳
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
!!

■
日
時
・
会
場

　
火  

17
時
～
19
時
　
北
東
小

　
木  

19
時
～
21
時
　
韮
崎
東
中

　
土  

12
時
～
15
時
　
北
東
小

■
募
集
対
象
　
小
学
生

■
お
問
い
合
わ
せ
（
伊
藤
）

☎
０
９
０
ー
５
４
４
０
ー
８
５
９
９

韮
崎
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
会
員
募
集

　
当
協
会
で
は
、
体
力
向
上
や
親

睦
等
を
深
め
る
た
め
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
で
も
親
切
に
指
導
し
ま

市の人口（3月１日現在）
男	 １５，５９１人	 世帯数	 １２，３４２世帯
女	 １５，８１２人	 前月比	 △３１人　
計	 ３１，４０３人	 前月比	 △１世帯

韮崎市国民健康保険より
３月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、147,327,290 円で、一人あたりの保険者負担
額は、17,631 円 (前年同月比 11.69％減）でした。
引き続き健康に気をつけ、医療費の節約にご協力くだ
さい。

韮
崎
シ
テ
ィ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
団
員
募
集

　
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
、
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま

せ
ん
か
？

■
練
習
日

　
　
毎
週
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
練
習
会
場

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

ま
た
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎

文
化
ホ
ー
ル

■
対
象
　
歌
の
好
き
な
園
児
、

　
　
　
　
小
・
中
学
生

■
活
動
内
容
　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

タ
、
武
田
の
里
音
楽
祭
、
地
区
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ほ
か

■
会
費
　
５
、０
０
０
円
／
年
額

（
楽
譜
、
保
険
、
会
場
使
用
料
等
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
☎
２
２
ー
６
０
３
７
（
星
）

身
に
付
け
よ
う
！

心
と
身
体
の
護
身
術

■
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
19
時
30
分
～
21
時

韮崎市民交流センター「ニコリ」会議室
毎月第２・第４月曜日：13 時 30 分～ 15 時 30 分
参加費：１回７００円（テキスト代込）
入会金：５００円　年会費：１，０００円 別途

ＮＰＯ法人パソコンサークルあっとほーむ
０５５ー２８７ー９９４４

会員制自由参加型パソコン教室
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